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研究情報の名称 ソフトコンピューティング手法による最適化・適応化 
概要 
ソフトコンピューティングの理論と技術を利用して、情報システム・処理システム・生産システムな
どの最適化・適応化をはかるための基礎的調査研究。必要に応じて、データの分析・解析・診断を行う。
たとえば、ディジタル画像、ディジタル動画像などの画像の特徴抽出と認識・判別にこのようなソフト
コンピューティング技術を利用することにより、従来の認識・判別精度を向上できる可能性を検討する。
さらに、全方位ビジョンシステムにおける画像認識・判別分野への応用もはかることができる。そのた
めに、具体的な現場のニーズとデータが必要であり、共同研究により具体的な課題を解決する。 
1) 遺伝的アルゴリズムによる非線形問題、組み合わせ問題などにおける最適化・効率化・知能化・適
応化をはかる。 
2) ニューラルネットワークの学習能力を利用したシステムの最適化・適応化をはかるとともに、動的
に適応的にふるまう情報処理システムの基礎的な検討を行う。 
3) あいまい処理をするシステムを、ファジィ理論、ファジィ論理、ファジィ制御などの理論的手法を
もとに検討し、設計する。ファジィ測度などの理論的手法を利用したファジィ判別・診断・意志決定の
手法を具体的な課題に適用し、その可能性を探る。 
4) 以上のソフトコンピューティング手法による総合的な最適化・適応化手法を検討する。 
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最適判別のニーズ        ソフトコンピューティング手法の    するソフトコンピューティング 
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